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海藻に闘する化率的研究

第 4報 合硫黄アミノ酸の検索

高木光造・鈴木松朗 〈水産食品化事教室〉

CHEMICAL STUDIES ON MARINE ALGムE

百. ON THE AMINO ACIDS CONT AINING SULPHUR. 

Mitsuzo TAKAGI o.nd Mo.tsuo SUZUKI 

(Fa巴ultyof Fjsheries， Hokkaido University) 

Y. Obah has separa七eddime出ylsulphide o.s 0. flo.vouring matter from mo.rine green 

o.lgne; he cOIlcludl~d that it wo.s produced from the o.lgae by the action of 自omepeculiar 

bncteria. 

The present o.uthors have studied the kinds of o.mino o.cids containing sulphur which 

o.re obttl.ined from vo.rious species of mo.rine o.lgne， iu order to制 certo.inwhether the methyl 

merco.ptane o.s the source of dime七hylsulphide may be produced trom methionine or cystine 

in the algae. The meもhodby "¥Vinegard， Toennis o.nd Block was employed. 

The experimental resu1ts o.re o.s follows: 

(1) The presence of hydrolyzaもeof cystine wo.s recognized in 0.11 marine o.lgo.e. The 

quantity ofもhehydrolyza飴 ofcystine is largest in marine brown algne， next in greell 

o.lgae o.nd lea品 inred o.lgo.e. 

( 2 ) N 0 methiolline could be deもectedin o.lly of他emo.rine o.lgae. 

緒 セz・
1=> 

海藻中D含硫黄アミノ酸については同所、宇賀利1(1)雨氏及び奥山 2)氏が褐藻、縁藻、紅藻に於ける

シスチンD分布を研究し、シスチン含量は一般に褐藻に多〈、結藻、紅藻の)1頂に減少ナるととを認めて

いる。

一方 A.Mazur & H. T. Clarke(3)雨氏は Phormidium，Ulva， Laminariα， Sar@αssum， Chondrus， 

Osmundα につき、そD系統護達の順位と含硫黄アミノ酸との関係~調べ、とれらの中最下等なる水生

植物、 Phormidiumに於てはメチオ=シを含有するがシスチンを欠除し、共に位する海藻、 Ulva(縁藻)、

Laminaria， S，αrgassum (褐藻〉、 Chondrus(紅藻)に於てはシスチンを含有するがメチオニンを欠除し

ている。然し更に高等なる Osmundaに到って始めてシスチン、メチオユンを併せ含有すると云う興味

ある報告がある。

又小幡、五十嵐、俣野(~)氏等は緑藻類。香気戎分としてヂメチル・サルフアイド (CHs-S-CHs) を

分離確認し藻瞳より徴生物。作用によって二次的t'L生宇、るものであるとしたJ 更に同氏等はその生成

機構に闘し繰藻頬中に存在するスルフォン酸メチル・エステル (CH30-SO-OR)が酸生物の作用で

藻韓より生じ?とメチル・メルカブタン (CHsSHI と反癒してヂメチル・サルフアイドを生歩るもの
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であろうと推論し、メチル・メルカプタンを生じ易い合硫黄化合牧の存在を想定しているp

一方鬼武(5)氏は含硫黄ア tノ酸より微生物によるメチル・メルカプグンの生成機構をと研究し、シス

チンよりはクールコース、ラクトース又はヒスチヂンの共存に於てのみ生ヂるが、メチ才=ン.3:1)は以

上の存在せざる時に於ても生成されると述べている"

著者等はヂメチル・サルフアイド生成因としてのメチル・メルカプグンが何れθ含硫黄ア tノ酸に

基因するかを確めるために最近 Winegard，G Toennis & R. J. Block(s)氏等によって行ゐれk鹿
D含硫黄ア Eノ酸のペーパー・クロ 7 トグラフ法に従い、海藻中の含硫黄アミノ酸の検出を行い設に

得られ，k結果を報告して参考に供するものである。

賓験試料並(.XIと賓験方法.

賓験試料:ー

函館市外七重潰にて採取せる極めて新鮮なる藻韓を水洗し、後遺かに風乾し更に乙れを 80.0ID乾

燥器中にて乾燥したる後粉末としてiJ!.験に供した。又ナルトりカメは市販品を用いた。

賓験方法:ー

1.臨醒加水分解物.一試料約5白ngをと!JlOc.C'.0  8N-HOIと共に封管中で105."'11ぴol'L 24 
時間加熱加水分解したる後時計皿上に糠ぎ出し、湯浴上で濃縮乾国を反復して可及的に HOIを這い

出ナ。

2.ペーパー・クロマトグラフ法.- .2cm X 40cmのi慮紙〈東洋i慮祇No.めを刑い、静媒埠透端よ

り7cm距てた黒占にアミノ酸として O.lmg内外に相営ナる量の加水分解液を約3mmの範固につけ、乾

燥後フヱノール (10%のJKを添加〉又はプタノ戸 71- (95% 7K飽和〉を入れた浅い平皿上にその一端

を浸し、上昇法に主り溶媒を毛細管現象で約30cmの高さ迄主主透せしめる(気密容器中20.0，約18時

聞を要ナ〕。弐いで搭媒を加温蒸護せしめk後アセトン、エーテル1:1の混液で洗い、クロ 7 トグラム

に用いた溶媒を充分除去し9ぴCで乾-燥する。突いでO.066N-KI溶液と 0.0033N-H2Pω16搭液の等

量混合液有;クロマトグラム上に噴霧するとクロマトグラムは桃色に染まるが、合硫黄ア tノ酸の吸着

され，ている部分は漂白され，て白いSpotとなもるととによりその存在を認めるととが出来る。

賓験結果並びに考察

第 1表は標準となるべき合硫黄アミノ酸のフエノール及びプタノールに割ナる Rf-値を求めたもの

Table 1. Rf-Valu酔 onPa per Chroma-
togram of Amino Acids Oontaining 
Sulphur. 

Amino Ac:dsl Rf-Vi.，lne I Bl匂chillg
I Phenol |函扇面下 nme

CyRtine 10.053 -0.066:0.0 11-0.0 131 1 min. 

Methionine I 0.695 0.571 I immediate 

である。

突に第 2表は各種海藻につき合硫黄アミノ酸の停

在を検索したる質験結果を示せるものである。

以上の貨験に於て釘藻類中アカメ、イトクAサ、ダル

スはフェノールを溶媒とせる時シスチンの反躍は検

出せられ歩、且クロバギンナンソウ及rtボーアテノ1)

K於てもそD存在は痕跡程度であった。然しプタノー

Jレを静媒とせる時は明らかにシスチンD存在に主る

股色岐臆が認められた。而るに何れ，の海藻に於てもメチオニンは検出し得られなかった。即ち海藻中
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にはその種類を問わや含硫黄アミノ酸としてシスチンの存在するととが宇IJる。而もその合有量を院色

反臆の強弱より判断ずると田所、宇賀神南氏及び奥山氏が指摘せる如く一般に褐藻に多く繰藻、紅藻

の)1頂に減'!;するととを認めた。

著者等は別に多数の海藻中に遊離のヒスチヂシの存在ナるととを認めたのでヂメチル・サルフアイ

ド生成因と LてD メチル・メルカプグンは海藻中に庚く存在する遊離D ヒスチヂンの共存。下でシス

チンよ P二弐的に生歩るもDではなかろうかと推論され，る。

要 約

1.各種海藻中には含硫黄アミノ酸としてシスチンを含有している。而してそρ含有量は一般に褐

藻が多〈続藻、紅藻の順に減少する。

2.各種海藻中には合硫黄アミノ酸としてメチオニンを合有していない。

最多りに臨み態始御懇切な御指導と伺鞭捷とを賜わりし本皐部教授農皐博士、皆拳博士村田喜一先生

に探甚なる謝意を表ずる共第であるd
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